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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　適応型眼用レンズシステムの光学的機能を適応化させる方法であって、
　－　適応型眼用レンズシステムが提供される適応型眼用レンズシステム提供ステップ（
Ｓ１）であって、
　前記適応型眼用レンズシステムは
　　・　一対の適応型眼用レンズと、
　　・　装着者に対向する場面の機能化像を提供する機能化光学システムを介し前記場面
を取得するように構成された少なくとも１つの光センサを含み、前記機能化光学システム
は少なくとも１つの作動距離を有するよう及び装着者の屈折異常を模擬するように構成さ
れ、ステップと、
　－　前記装着者の前方の場面が前記機能化光学システムを介し前記光センサにより取得
される取得ステップ（Ｓ２）と、
　－　凝視ゾーンが判断される凝視ゾーン判断ステップ（Ｓ３）であって、前記凝視ゾー
ンは前記装着者の凝視方向を含む前記取得ステップ中に取得された前記場面の像のゾーン
である、ステップと、
　－　前記取得ステップ中に取得された前記場面の前記像の少なくとも１つのパラメータ
の値が前記場面の前記像の前記凝視ゾーン内で判断され、少なくとも１つのパラメータが
前記凝視方向の前記場面の前記機能化像の鮮明度に関連付けられるパラメータ判断ステッ
プ（Ｓ４）と、
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　－　前記パラメータ判断ステップ中に判断された前記少なくとも１つのパラメータの前
記値に従って前記適応型眼用レンズシステムの前記光学的機能が適応化される適応化ステ
ップ（Ｓ５）を含み、
　少なくとも一つのパラメータの値は、凝視距離に関する情報を提供し、前記適応化ステ
ップの間、前記光学的機能は前記凝視距離に適応化され、
　前記方法は、前記パラメータ判断ステップ後、前記凝視方向の前記場面の前記機能化像
の前記鮮明度が閾値と比較される比較ステップをさらに含み、
　前記適応化ステップ中、前記適応型眼用レンズは、前記鮮明度が前記閾値以上である場
合、前記作動距離において前記装着者へ鮮明な視界を提供するように適応化されることを
特徴とする方法。
【請求項２】
　前記適応型眼用レンズシステム提供ステップ中に提供される前記適応型眼用レンズシス
テムは、前記装着者の前記凝視方向を判断するように構成された視線追跡装置を含み、前
記方法は、前記視線追跡装置が前記装着者の幾何学的及び眼関連特徴に従って校正される
較正ステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　－　前記機能化光学システムは少なくとも２つの作動距離を有するように構成され、
　－　前記取得ステップ中、前記装着者の前方の前記場面は前記少なくとも２つの作動距
離を使用する前記機能化光学システムを介し前記光センサにより取得され、
　－　前記方法は、前記パラメータ判断ステップ後、前記異なる作動距離を有する前記機
能化光学システムを介し取得された前記場面の前記機能化像の前記凝視ゾーン内の前記鮮
明度の値が比較される比較ステップをさらに含み、
　－　前記適応化ステップ中、前記適応型眼用レンズは、最大鮮明度値を有する機能化像
を取得するために使用される前記機能化光学システムの前記作動距離に対応する前記作動
距離において前記装着者へ鮮明な視界を提供するように適応化される、請求項１または２
に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの作動距離の１つは６０ｃｍ以下である、請求項１乃至３のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの作動距離の１つは２ｍ以上である、請求項１乃至４のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項６】
　前記パラメータ判断ステップ中、前記凝視方向の光度が判断され、前記適応型眼用レン
ズシステムは前記判断された光度に適応するように構成される、請求項１乃至５のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記パラメータ判断ステップは、前記装着者が視力の補完を必要とするかどうかを確証
するために、注視方向の被写体が解析される事前特徴認識ステップにより完了される、請
求項１乃至６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　プロセッサにアクセス可能であって前記プロセッサにより実行されると前記プロセッサ
に請求項１乃至７のいずれか一項に記載の前記取得ステップ、パラメータ判断ステップ、
及び適応化ステップを実行させる１又は複数の格納された一連の命令を含むコンピュータ
プログラム製品。
【請求項９】
　請求項８に記載のコンピュータプログラム製品の１つ又は複数の一連の命令を担持する
コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、適応型眼用レンズシステムの光学的機能を適応化させる方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明の背景の論述は本発明の情況について説明するために本明細書に含まれる。参照
される構成要素のいずれも特許請求の範囲のいずれの優先日の時点で既に公表された、既
知であった、又は一般的知識の一部であったということを認めるものではない。
【０００３】
　快適性を改善するために又はレンズの装着者に新しい機能を提供するために眼用レンズ
（又は眼鏡）のいくつかの光学的特徴を動的に適応化させる非常に多くの試みがなされて
きた。
【０００４】
　例えば、レンズの光透過率は、高輝度の条件下では低減され、環境光が通常又は低レベ
ルの強度に戻ると再び増加され得る。
【０００５】
　調光レンズはこの機能を行うが、このようなレンズにより提供される光透過率の変更は
レンズを照らす紫外線の強度により判断される。したがって、調光レンズにより採用され
る光透過率レベルはいくつかの状況下では不適当である。特に、自動車内の調光レンズは
日光のレベルを問わず高透明性の状態のままである。したがって、自動車運転者は、調光
レンズを有する眼鏡を装着する際、幻惑に対して保護されない。
【０００６】
　電子光学システムは、光学レンズの光学的特徴を電気的刺激により制御できるようにす
る。
【０００７】
　一例として、電気的着色レンズの光透過率又は局所屈折度数は電流に応じて変化し得る
。局所屈折度数を変更することにより、例えば読書する、運転する、スポーツを行うなど
の装着者の活動に従ってレンズの眼科的矯正を適応化させることができる。
【０００８】
　このような変化の自動切り替えを行うことは非常に有利であると思われる。この場合、
センサが必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の１つの目的は、装着者が見ている場面からの提供データに従って適応型眼用レ
ンズシステムの光学的機能を適応化させる方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この目的を達成するために、本発明は、適応型眼用レンズシステムの光学的機能を適応
化させる方法を提案する、本方法は、
　－　適応型眼用レンズシステムを提供する適応型眼用レンズシステム提供ステップであ
って、適応型眼用レンズシステムは、
　　・　一対の適応型眼用レンズと、
　　・　装着者に対向する場面の機能化像を提供する機能化光学システムを介し同場面を
取得するように構成された少なくとも１つの光センサとを含む、ステップと、
　－　装着者の前方の場面が機能化光学システムを介し光センサにより取得される取得ス
テップと、
　－　凝視ゾーンが判断される凝視ゾーン判断ステップであって、凝視ゾーンは装着者の
凝視方向を含む取得ステップ中に取得された場面の像のゾーンである、ステップと
　－　取得ステップ中に取得された場面の像の少なくとも１つのパラメータの値が場面の
像の凝視ゾーン内で判断されるパラメータ判断ステップと、
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　－　パラメータ判断ステップ中に判断された少なくとも１つのパラメータの値に従って
適応型眼用レンズシステムの光学的機能が適応化される適応化ステップとを含む。
【００１１】
　有利には、本発明による方法は、装着者により観測されている場面のパラメータに従っ
て適応型眼用レンズシステムの光学的機能を適応化させるために使用され得る。
【００１２】
　例えば、装着者が自動車を運転する場合、適応型眼用レンズの光学的機能は、装着者が
、ビームヘッドライトを点灯した対向車とすれ違う、ということに適応化され、対向車が
通り過ぎると再び適応化され得る。
【００１３】
　本発明による方法は、学生が書くために近距離でそして黒板において読むために遠距離
で交互に見る必要がある場合に使用され得る。本発明は又、自身のスマートフォンをそし
て会議でプレゼンテーション又は別の人を交互に見るユーザにより使用され得る。本発明
の方法を使用することにより、適応型眼用レンズの光学的機能は、装着者が何を（特にど
の距離で）見ているかに容易に適応化され得る。
【００１４】
　単独で又は組み合わせで考えられ得る別の実施形態によると、
　－　適応型眼用レンズシステム提供ステップ中に提供される適応型眼用レンズシステム
は装着者の凝視方向を判断するように構成された視線追跡装置を含み、本方法はさらに、
視線追跡装置が装着者の幾何学的及び眼関連特徴に従って校正される較正ステップを含み
、及び／又は
　－　機能化光学システムは少なくとも１つの作動距離を有するように構成され、パラメ
ータ判断ステップ中、少なくとも１つのパラメータが凝視方向の場面の機能化像の鮮明度
に関連付けられ、及び／又は
　－　機能化光学システムは少なくとも２つの作動距離を有するように構成され、取得ス
テップ中、装着者の前方の場面は少なくとも２つの作動距離を使用する機能化光学システ
ムを介し光センサにより取得され、本方法はさらに、パラメータ判断ステップ後、異なる
作動距離を有する機能化光学システムを介し取得された場面の機能化像の凝視ゾーン内の
鮮明度の値が比較される比較ステップを含み、適応化ステップ中、適応型眼用レンズは、
最大鮮明度値を有する機能化像を取得するために使用される機能化光学システムの作動距
離に対応する作動距離において装着者へ鮮明な視界を提供するように適応化され、及び／
又は
　－　本方法はさらに、パラメータ判断ステップ後、凝視方向の場面の機能化像の鮮明度
が閾値と比較される比較ステップを含み、適応化ステップ中、適応型眼用レンズは、鮮明
度が閾値以上である場合、作動距離において装着者へ鮮明な視界を提供するように適応化
され、及び／又は
　－　少なくとも１つの作動距離の１つは６０ｃｍ以下であり、及び／又は
　－　少なくとも１つの作動距離の１つは２ｍ以上であり、及び／又は
　－　パラメータ判断ステップ中、凝視方向の光度が判断され、適応型眼用レンズシステ
ムは判断された光度に適応するように構成され、及び／又は
　－　光センサは光センサ群の線型又は行列アレイ、例えばカメラであり、及び／又は
　－　パラメータ判断ステップは、装着者が視力の補完を必要とするかどうかを確証する
ために、注視方向の被写体が解析される事前特徴認識ステップにより完了される。事前特
徴認識ステップは、例えば人間の顔、書かれた文字、コンピュータ又はモバイル装置画面
、道路標識が凝視方向に発生する場合に有利である。
【００１５】
　別の態様によると、本発明は、プロセッサにアクセス可能であってプロセッサにより実
行されるとプロセッサに本発明による方法の取得ステップ、パラメータ判断ステップ及び
適応化ステップを実行させる１つ又は複数の格納された一連の命令を含むコンピュータプ
ログラム製品に関する。
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【００１６】
　本発明はさらに、本発明によるコンピュータプログラム製品の１つ又は複数の一連の命
令を担持するコンピュータ可読媒体に関する。
【００１７】
　さらに、本発明はコンピュータに本発明の方法を実行させるプログラムに関する。
【００１８】
　本発明は又、コンピュータに本発明の方法を実行させる記録されたプログラムを有する
コンピュータ可読記憶媒体に関する。
【００１９】
　本発明はさらに、１つ又は複数の一連の命令を格納し本発明による方法のステップの少
なくとも１つを行うように適応化されたプロセッサを含む装置に関する。
【００２０】
　特記しない限り、以下の論述から明らかなように、本明細書論述を通して「計算する（
ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ）（ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ）」、「生成する（ｇｅｎｅｒａｔｉｎ
ｇ）」などの用語を使用する論述は、計算システムのレジスタ及び／又はメモリ内の電子
的量などの物理量として表されるデータを、計算システムのメモリ、レジスタ、又は他の
このような情報記憶装置、送信装置、又は表示装置内の物理量として同様に表される他の
データに操作及び／又は変換するコンピュータ又は計算システム又は同様な電子計算装置
の行為及び／又は処理を指すということが理解される。
【００２１】
　本発明のいくつかの実施形態は本明細書における動作を行う装置を含み得る。この装置
は、所望の目的のために特に構築され得る、又はコンピュータ内に格納されたコンピュー
タプログラムにより選択的に活性化又は再構成される汎用コンピュータ又はフィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）又はディジタル信号処理装置（ＤＳＰ）を含み得
る。このようなコンピュータプログラムは、次のものに限定しないが、フロッピー（登録
商標）ディスク、光ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、光磁気ディスク、読み取り専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、電気的プログラマブル読み取り専用メモリ
（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能及びプログラム可能な読み出し専用メモリ（ＥＥＰＲＯ
Ｍ）、磁気又は光カード、又は電子的命令を格納するのに好適でありかつコンピュータシ
ステムバスに結合できる任意の他のタイプの媒体を含む任意のタイプのディスクなどのコ
ンピュータ可読記憶媒体内に格納され得る。
【００２２】
　本明細書に提示された処理と表示は、いかなる特定のコンピュータ又は他の装置にも本
質的には関連付けられない。様々な汎用システムが本明細書の教示に従ってプログラムと
共に使用され得る、又は様々な汎用システムは所望の方法を実行するように専用化された
装置を構築するのに好都合であるということが分かるかもしれない。多種多様のこれらの
システムの所望の構造は以下の記載から分かる。加えて、本発明の実施形態はいかなる特
定のプログラミング言語も参照して記述されない。本明細書に記載される本発明の教示を
実施するために様々なプログラミング言語が使用され得るということが理解される。
【００２３】
　本発明の他の特徴と利点は、添付図を参照する非制限的な実施形態の以下の説明から明
らかになる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明による方法の様々なステップのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　図１に示す本発明の実施形態によると、適応型眼用レンズシステムの光学的機能を適応
化させる方法は、
　－　適応型眼用レンズシステム提供ステップＳ１と、
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　－　取得ステップＳ２と、
　－　凝視ゾーン判断ステップＳ３と、
　－　パラメータ判断ステップＳ４と、
　－　適応化ステップＳ５とを含む。
【００２６】
　適応型眼用レンズシステム提供ステップＳ１中、適応型眼用レンズシステムが提供され
る。
【００２７】
　適応型眼用レンズシステムは、一対の適応型眼用レンズと、場面の機能化像を提供する
機能化光学システムを介し装着者に対向する場面を取得するように構成された少なくとも
１つの光センサ（例えば、カメラ）とを含み得る。
【００２８】
　一対の適応型眼用レンズシステムは当業者に公知の種類のものであり得る。適応型眼用
レンズシステムの例は仏国特許第２９１０６４２号明細書又は仏国特許第２８７１５８６
号明細書に開示されている。
【００２９】
　本発明のある実施形態によると、一対の適応型眼用レンズは眼鏡フレームに取り付けら
れた２つの電子光学レンズを含む。
【００３０】
　適応型眼用レンズシステムの光センサは有利には、可能な限り個別部品であるように小
型の光センサ（例えば、スマートフォンタイプのカメラ）である。例えば、光センサは、
装着者の前方の場面を取得するように一対の適応型眼用レンズを保持するフレーム上に取
り付けられ得る。
【００３１】
　有利には、光センサは、眼球を回転させる際に、眼鏡を通した装着者の視界に整合して
、装着者に対向する場面の大部分を取得できるようにする大きな画角を有するカメラであ
る。
【００３２】
　光センサは装着者の前方の場面の機能化像を提供するように機能化光学システムを備え
る。
【００３３】
　取得ステップＳ２中、装着者の前方の場面は機能化光学システムを介し光センサにより
取得される。
【００３４】
　機能化光学システムは屈折異常（例えば、装着者の屈折異常）を模擬するように構成さ
れ得る。
【００３５】
　凝視ゾーンが凝視ゾーン判断ステップ中に判断される。凝視ゾーンは装着者の凝視方向
を含む取得ステップ中に取得された場面の像のゾーンに対応する。
【００３６】
　本発明の実施形態によると、凝視ゾーンは視線追跡装置を使用することにより判断され
得る。
【００３７】
　例えば、適応型眼用レンズシステムは、装着者の凝視方向を判断するように構成された
視線追跡装置を含み得る。視線追跡装置は一対の適応型眼用レンズを保持するフレーム上
に取り付けられ得る。
【００３８】
　凝視ゾーンを正確に判断するように、本発明による方法はさらに、取得ステップＳ２前
に較正ステップを含み得る。
【００３９】
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　較正ステップ中、視線追跡装置は装着者の幾何学的及び／又は眼関連特徴に従って校正
され得る。瞳孔間距離、鼻と耳の形、及び身長は幾何学的特徴として考慮され得る幾何学
的パラメータの例である。虹彩のサイズと色は較正ステップ中に考慮され得る眼関連特徴
の例である。
【００４０】
　本発明の実施形態によると、凝視方向は視線追跡機能と場面観察機能を行う単独の撮像
装置を使用して判断され得る。この場合、切り替え可能ミラーシステム（可傾式又はディ
ジタルマイクロミラー装置（ＤＭＤ）と様々な構成において正確に撮影できるようにする
光学システムとが使用され得るかもしれない。
【００４１】
　取得ステップ中に取得された場面の像の少なくとも１つのパラメータの値がパラメータ
判断ステップＳ４中に判断される。
【００４２】
　本発明の実施形態によると、場面の像の少なくとも１つのパラメータの値が凝視ゾーン
内で判断される。
【００４３】
　判断され得る場面の像のパラメータの中でも、特に凝視ゾーン内の場面の像の鮮明度及
び／又は光度を判断し得る。
【００４４】
　適応化ステップＳ５中、適応型眼用レンズシステムの光学的機能がパラメータ判断ステ
ップ中に判断されたパラメータの値に従って適応化される。光学的機能の適応化は、処理
時間を低減するように、凝視ゾーンを見る際に装着者が見る光学レンズのゾーンに限定さ
れ得る。
【００４５】
　例えば、パラメータの値は、凝視ゾーン内に位置する場面の被写体の距離に関する情報
を提供し得る。光学的機能はこのようにして凝視距離に適応化され得る。
【００４６】
　判断ステップ中に判断されたパラメータの値は又、凝視ゾーン内の光度に関する情報を
提供し得る。例えば、装着者が運転中であり、ビームヘッドライトが点灯された対向車と
すれ違う場合、パラメータは凝視ゾーン内の光度の増加に関する情報を提供し得、適応化
ステップ中、適応型眼用レンズシステムのレンズの光透過率は装着者が幻惑されるのを回
避するように調整され得る。
【００４７】
　本発明の実施形態によると、装着者に対向する場面を光センサ（例えば、カメラ）が取
得する機能化光学システムは作動距離を有するように構成される。
【００４８】
　例えば、機能化光学システムは、所与の範囲において被写体の鮮明な像を提供するよう
に適応化された光学レンズであり得る。
【００４９】
　光学システムは装着者の近視又は老視に整合するように適応化され得る。
【００５０】
　パラメータ判断ステップ中、凝視ゾーン内で検知された像又は被写体の鮮明度が判断さ
れ得る。
【００５１】
　本方法はさらに、パラメータ判断ステップ後、凝視方向に検知された場面又は被写体の
機能化像の鮮明度又は鮮明度変化が閾値と比較される比較ステップを含み得る。
【００５２】
　適応化ステップ中、適応型眼用レンズは、鮮明度又は鮮明度変化が閾値以上である場合
、作動距離において装着者へ鮮明な視界を提供するように適応化される。
【００５３】
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　例えば、近視の装着者に対して、機能化光学システムは遠距離において（例えば２メー
トルを超える距離において）被写体の鮮明な像を提供するように適応化される。パラメー
タ判断ステップ中、凝視ゾーン内で検知された像又は被写体の鮮明度が判断され、比較ス
テップ中に閾値と比較される。
【００５４】
　凝視ゾーン内の場面が機能化光学システムの作動距離以上の距離にある場合、パラメー
タの値は閾値より大きい。したがって、適応型眼用レンズシステムの光学的機能は、遠距
離にあり光学的矯正を必要とする場面の一部を見ている装着者へ光学的矯正を提供するよ
うに適応化される。
【００５５】
　一方、凝視ゾーン内の場面が機能化光学システムの作動距離以下の距離にある場合、パ
ラメータの値は閾値より小さい。したがって、適応型眼用レンズシステムの光学的機能は
、近距離にあり光学的矯正を必要としない場面の一部を見ている装着者へいかなる矯正も
提供しないように適応化される。
【００５６】
　例えば、遠視の装着者に対して、機能化光学システムは近距離において（例えば６０セ
ンチメートル以下の距離において）被写体の鮮明な像を提供するように適応化される。パ
ラメータ判断ステップ中、凝視ゾーン内で検知された像又は被写体の鮮明度が判断され、
比較ステップ中に閾値と比較される。
【００５７】
　凝視ゾーン内の場面が機能化光学システムの作動距離以下の距離にある場合、パラメー
タの値は閾値より大きい。したがって、適応型眼用レンズシステムの光学的機能は、近距
離にあり光学的矯正を必要とする場面の一部を見ている装着者に光学的矯正を提供するよ
うに適応化される。
【００５８】
　一方、凝視ゾーン内の場面が機能化光学システムの作動距離以上の距離にある場合、パ
ラメータの値は閾値より小さい。したがって、適応型眼用レンズシステムの光学的機能は
、遠距離にあり光学的矯正を必要としない場面の一部を見ている装着者へいかなる矯正も
提供しないように適応化される。
【００５９】
　本発明の実施形態によると、機能化光学システムは少なくとも２つの作動距離を有する
ように構成される。例えば、機能化光学システムは、異なる遠視力ゾーンを有する２焦点
又は累進加入度レンズであり得る。機能化光学システムは又、焦点距離が適応化され得る
適応型光学レンズであり得る。
【００６０】
　本発明のこのような実施形態によると、本方法はさらに、パラメータ判断ステップ後、
異なる作動距離を有する機能化光学システムを介し取得された場面の機能化像の凝視ゾー
ン内の鮮明度の値が比較される比較ステップを含む。
【００６１】
　適応化ステップ中、適応型眼用レンズは、最大鮮明度値を有する機能化像を取得するた
めに使用される機能化光学システムの作動距離に対応する作動距離において装着者へ鮮明
な視界を提供するように適応化される。
【００６２】
　このような実施形態は特に、異なる視距離において異なる光学的矯正を必要とする装着
者に対して適応化され得る、又は改善された検出頑強性及び精度を提供するように適応化
され得る。例えば、このような実施形態は老眼の装着者にとって特に有利であり得る。
【００６３】
　本発明による方法はパラメータ判断ステップ前に特徴認識ステップを含み得る。
【００６４】
　凝視ゾーン内の被写体が特徴認識ステップ中に解析される。パラメータ判断ステップは
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又、検知された関連被写体に対応する像のゾーンに限定された計算を介し行われ得る。有
利には、別の特徴認識ステップは、例えば、装着者が読書している、書いている、コンピ
ュータを使用している、又は面と向かって話をしている場合などに、装着者が視力の補完
を必要としているかどうかを確証できるようにする。
【００６５】
　本発明は、特許請求の範囲に定義されるような一般的発明概念の制限無しに、実施形態
の助けを借りて上に説明された。

【図１】
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